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見
守
ら
れ
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
社
会
人
と

し
て
、
若
者
の
柔
軟
な
発
想
と
知

恵
を
も
っ
て
国
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
こ
れ

ま
で
の
皆
さ
ま
の
ご
好
意
に
報
い

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
日
々

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
将
来

へ
の
決
意
を
込
め
た
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
町
在
住
の
音

楽
家
岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
ら
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、

「
何
度
で
も
」
な
ど
全
４
曲
が
披

露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
最

後
に
出
席
者
全
員
で「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
、成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
出

身
中
学
校
ご
と
に
記
念
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
周
辺
で

は
、
久
し
振
り
に
会
っ
た
友
だ
ち

と
カ
メ
ラ
に
収
ま
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
成
人
式
は
、
泉
正
夫

副
町
長
の
開
式
の
辞
と
と
も
に
厳

粛
に
式
典
が
行
わ
れ
、
川
崎
和
郎

町
長
か
ら
「
今
、
激
動
の
時
代
で

は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
よ
う
と
時
流
に
流
さ

れ
ず
、
人
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
の

将
来
像
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
で

人
生
を
切
り
開
い
て
い
た
だ
き
た

い
。
さ
ら
に
豊
か
な
人
間
性
に
磨

き
を
か
け
、
地
域
社
会
の
創
造
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
ま
た
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
ま
す
よ
う

益
々
の
精
進
を
心
か
ら
願
い
ま

す
」
と
お
祝
い
と
と
も
に
期
待
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
杉
本
益
三
町
議
会
議
長

や
木
村
泰
介
那
珂
川
警
察
署
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
飯
田
和
也

さ
ん
（
小
川
）
が
「
こ
れ
ま
で
私

た
ち
は
、
家
族
や
周
り
の
方
々
に

　

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
新
成
人
の

門
出
を
祝
い
励
ま
そ
う
と
、
平
成
20
年
那
珂
川
町
成
人
式
が
１
月
13
日
、

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ス
ー
ツ
や
は
か
ま
、
振
り
そ
で
姿
で
着
飾
っ
た
新
成
人

２
３
９
人
と
来
賓
の
方
々
が
出
席
し
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
今
年
は
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
３
２
１
人
の
皆
さ
ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

321 人が大人の仲間入り

左
上　

川
崎
町
長
の
こ
と
ば

左
下　

式
典
に
出
席
し
た
新
成
人

　
　
　

た
ち
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右
上　

謝
辞
を
述
べ
る
飯
田
和
也

　
　
　

さ
ん

右
下　

岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
ら
に
よ

　
　
　

る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト



①友だち同士で記念撮影

②中学校の恩師と一緒に

③式典終了後、緊張から開

　放されて

④久し振りの旧友との再会

⑤⑥⑧友だちと一緒にあじ

　さいホール前で

⑦記念写真撮影を待つ間の

　一場面
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馬 頭 中 学 校 卒 業 生

① ② ③

④ ⑤

⑦

⑥

⑧
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成
人
を
迎
え
ら
れ
、
式
典
に
出
席
さ
れ
た
10
人
の
方
々
に
、
現
在
の
心

境
や
将
来
の
夢
、
町
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
露
久
保
あ
ゆ
み
さ
ん 
（
大
内
）

　

ま
だ
成
人
し
た
実
感
は
な
い
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
責
任
感
を

持
っ
た
し
っ
か
り
し
た
成
人
に
な

っ
て
社
会
に
出
て
行
き
た
い
で
す
。

　

将
来
の
夢
は
ま
だ
模
索
中
で
す

が
、
人
を
喜
ば
せ
ら
れ
る
よ
う
な

職
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

那
珂
川
町
に
は
若
者
が
た
く
さ

ん
来
て
く
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り

を
期
待
し
ま
す
。

●
田
代
智
也
さ
ん  

（
馬
頭
）

　

あ
っ
と
い
う
間
に
成
人
に
な
っ

て
し
ま
い
、
と
ま
ど
い
も
あ
り
ま

す
が
、
立
派
な
成
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
将
来
の
夢
は
人
の

命
を
守
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
な
り

た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
が
誇
る
自
然
を
守
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
益
子
秀
美
さ
ん 
（
盛
泉
）

　

成
人
式
に
久
し
ぶ
り
に
中
学
校

の
友
だ
ち
に
会
え
た
の
で
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
将
来
は
美
容
師

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
は
、
今
と
変
わ
ら
な

い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

馬 頭 東 中 学 校 卒 業 生

●
加
藤
信
行
さ
ん 

（
小
川
）

　

新
成
人
と
し
て
地
域
の
人
た
ち

に
誇
れ
る
よ
う
な
行
動
を
心
が
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

将
来
は
教
師
に
な
っ
て
母
校
の

発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
市
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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●
塙　

啓
太
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
）

　

誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。
将
来
は
病
院
の
診

療
情
報
管
理
士
と
し
て
活
躍
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今

年
は
忙
し
い
年
と
な
り
ま
す
が
、

悔
い
の
な
い
年
に
し
た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
は
こ
れ
か
ら
も
発
展

し
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
に
や
さ

し
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
磯
野
理
紗
さ
ん 

（
北
向
田
）

　

こ
れ
か
ら
成
人
と
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
は
病
院

で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
若
者
の
住
み

や
す
い
町
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

●
菊
地
晴
美
さ
ん 

（
小
川
）

　

成
人
を
迎
え
て
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
将
来
の
夢
は
英

語
を
生
か
せ
る
旅
行
関
係
の
仕
事

に
就
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
さ
ら
に
発
展

し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
星　

翔
太
さ
ん 

（
矢
又
）

　

と
う
と
う
成
人
し
た
と
思
う
と

複
雑
な
心
境
で
す
が
、
責
任
あ
る

大
人
と
し
て
精
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
に
素
直
に
、
自
分
が

納
得
で
き
る
人
生
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
は
、
こ
の
ま
ま
変
わ

ら
な
い
で
い
て
欲
し
い
で
す
。

●
高
野
一
也
さ
ん 

（
谷
田
）

　

成
人
し
た
実
感
は
あ
ま
り
わ
き

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
気
を
引
き

締
め
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で

す
。
将
来
は
ま
じ
め
に
仕
事
に
励

み
、
好
き
な
人
と
結
婚
し
、
良
い

家
庭
を
築
き
た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
を
も
っ
と
大
き
な
町

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
豊
田
菜
穂
子
さ
ん 

（
小
川
）

　

成
人
式
で
友
だ
ち
と
会
え
て
よ

か
っ
た
で
す
。
将
来
は
管
理
栄
養

士
の
資
格
を
取
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
よ
り
発
展
し

て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

小 川 中 学 校 卒 業 生
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広告を掲載しませんか？
　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町広報

紙等への有料広告の掲載を実施します。

　多くの町民に読み親しまれている町広報紙にお店の紹介、各種 PR などを掲載してみませんか？

　この機会に、ぜひご活用ください。

広告媒体および料金一覧等
種　　類 位　　置 規　　格 回　数　等 掲　載　料

広報なかがわ
下１段

（表紙を除く）

２色刷
縦 50㎜×横 88㎜

１回 5,000 円

３回連続 10,000 円

６回連続 15,000 円

最終面のカラー刷
縦 50㎜×横 88㎜

１回 10,000 円

３回連続 20,000 円

６回連続 30,000 円

町ホームページ
バナー広告

トップページ画面で、
町の指定する位置

縦 50 ピクセル×横 150
ピクセル
８KB 以内　GIF 形式

１カ月 10,000 円

３カ月連続 20,000 円

６カ月連続 30,000 円

一般封筒 表面 縦 35㎜×横 90㎜ 10,000 枚 30,000 円

窓口封筒 裏面 縦 50㎜×横 90㎜ 10,000 枚 15,000 円

町営バス
車体側面または後面

（町の指定する位置
1 ヶ所につき）

縦 580㎜×横 970㎜

１カ月 3,000 円

６カ月連続 15,000 円

12カ月連続 24,000 円

広告掲載の出来ないもの

①町の公共性、中立性及びその品位を損なうおそれ
　のあるもの
②公の秩序または善良な風俗に反するもの
③政治活動、宗教活動及び個人の宣伝に関するもの
④社会問題等についての主義主張等の意見広告であ
　ると認められるもの
⑤その他広告を掲載することが妥当でないと町長が
　認めるもの

申込方法等

　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入
し、応募願います。また、申込書は町ホームページ
からもダウンロードできます。
　広告物の版下・デザイン等の制作は申込者の負担
となります。申し込みの際は完全な電子データで提
出願います。
　なお、町営バス車体広告については、規定された
サイズのパネルでの提出となります。

申込期限
①広報なかがわ・町ホームページバナー広告・町営バス車体広告については、掲載を希望する月の初日の 40
　日前までに申し込んでください。（例　４月号または４月１日に広告を掲載する場合は、２月 20 日までに申し込む）

②一般封筒及び窓口封筒については３月 14 日（金）までに申し込んでください。

問い合わせ
企画財政課広報広聴係　☎０２８７－９２－１１１４
ホームページアドレス　http:// www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/
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４
月
か
ら
武
茂
小
学
校
、
健
武

小
学
校
、
和
見
小
学
校
の
３
つ
の

小
学
校
が
馬
頭
小
学
校
へ
、
馬
頭

東
中
学
校
が
馬
頭
中
学
校
へ
そ
れ

ぞ
れ
統
合
と
な
り
ま
す
。

　

統
合
に
際
し
て
の
通
学
方
法

は
、
基
本
的
に
中
学
生
が
町
営
バ

ス
、
小
学
生
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
通
学
に
町
営

バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
全
路
線

の
時
間
調
整
等
を
行
っ
て
い
ま

 
学

校

統

廃

合

の

お

知

ら

せ

（
武
茂
小
・
健
武
小
・
和
見
小
・
馬
頭
東
中
）

す
。

　

ま
た
、
統
合
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
通
学
費
助
成
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

バ
ス
通
学
者
の
補
助
率
を
６
割

か
ら
８
割
に
改
善
し
ま
す
。（
自

転
車
通
学
者
は
従
来
ど
お
り
年
額

1
万
円
）
ま
た
、
助
成
対
象
距
離

を
６
㎞
か
ら
４
㎞
に
短
縮
し
ま
す
。

　

各
小
学
校
の
閉
校
式
は
、
次
の

日
時
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
健
武
小
学
校　

３
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時

於　

健
武
小
学
校
体
育
館

■
和
見
小
学
校　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分

於　

和
見
小
学
校
講
堂

■
武
茂
小
学
校　

３
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時　

於　

武
茂
小
学
校
体
育
館

※
馬
頭
東
中
学
校
は
、
２
月
９
日

　

に
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
内
容
は
３
月
号
で
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

☎
０
２
８
７―

92―

２
０
３
６

ご
み
等
の
「
野
焼
き
」
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
や
農
業
用

資
材
等
を
野
外
で
燃
や
す
「
野
焼

き
」
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
外
で
の
焼
却
は
、
不
完
全
燃

焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
発
生
、
ば
い
煙
に
よ
る

人
へ
の
被
害
、
水
源
の
汚
染
や
火

災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

違
法
な
「
野
焼
き
」
を
見
か
け

た
と
き
は
、
住
民
生
活
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

本
庁　

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
２

小
川
支
所

☎
０
２
８
７―

96―

２
１
１
４

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
栃
木
県
の
た

ば
こ
自
動
販
売
機
は
平
成
20
年
７

月
ま
で
に
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動

販
売
機
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
で
た
ば
こ
を

購
入
す
る
際
に
は
、
成
人
に
の
み

発
行
す
る
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

「tasupo

（
タ
ス
ポ
）」
が
必
要
に

な
り
、
自
販
機
の
カ
ー
ド
読
み
取

り
部
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
成
人

識
別
を
行
い
、
た
ば
こ
が
買
え
る

と
い
う
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

　

栃
木
県
で
は
平
成
20
年
２
月
か

ら
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
受
付
を
開

始
し
、
７
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
発
行
手
数
料
、

年
会
費
は
無
料
で
す
。
申
込
書
は

た
ば
こ
販
売
店
店
頭
な
ど
で
入
手

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

（
社
）
日
本
た
ば
こ
協
会

タ
ス
ポ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０―

２
２
２―

１
８
０

自動販売機でのたばこ購入　
 専用のＩＣカードが必要になります

カード読み取り部
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ケビン  ブラックバーン

第4話　「お巡りさん」
　去年の 11 月 30 日、小川小学校の「感謝の集い」に招待
されました。それはとても楽しく、感動的なイベントでし
た。集いが終わり、小川支所の近くに駐車した車へと向かっ
ていたところ、自転車の音が後ろから聞こえて来ました。
　振り返って見ると、その自転車に乗っていたのは先ほど
の「感謝の集い」で僕と同じように感謝状を受け取ったお
巡りさんでした。僕のイメージでは、この地域のお巡りさ
んは皆パトカーに乗っていると思っていました。ところが
そのお巡りさんは一生懸命ペダルを漕いでいて、すぐに僕
に追いつきました。
　しばらく立ち話をし、別れ際にお巡りさんから「時間が
あったら、交番に寄ってください」と言われました。
　アメリカでは日本の「交番」制度は高く評価されていて、
アメリカのところどころで試験的に実施されていると聞い
たことがあります。僕は銀座や浅草の交番を外から見たこ
とはありますが、中の様子は見たことがありません。また、
那珂川町の交番はどうなっているのか興味がありました。
　しかし、僕はとても恥ずかしかったのです。お巡りさん

　

去
る
10
月
22
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
元
馬
頭
町
立
健
武
小

学
校
長
関
根
理
夫
氏
（
小
川
）
は
、

生
前
の
功
績
に
対
し
、
正
六
位
瑞

宝
双
光
章
に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

 

故 

関
根
理
夫
氏
に
正
六
位
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
12
月
８
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
前
那
珂
川
町
小
川
消

防
団
団
長
齊
藤
健
次
氏
（
薬
利
）

は
、
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

故 

齊
藤
健
次
氏
に
瑞
宝
単
光
章 　

去
る
２
月
２
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
元
馬
頭
町
議
会
議
員

菊
池
栄
治
氏
（
矢
又
）
は
旭
日
単

光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
池
氏
は
昭
和
46
年
に
馬
頭
町

議
会
議
員
に
当
選
し
、
以
来
連
続

３
期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
町
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
実
を
結
び
授
与
さ

れ
た
も
の
で
す
。

 
故 
菊
池
栄
治
氏
に
旭
日
単
光
章

火
は
見
て
る

　

あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　

そ
の
と
き
を

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
／
１
（
土
）
～
７
日
（
金
）

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い

時
季
で
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷

者
を
な
く
す
る
た
め
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
強

風
時
に
は
屋
外
で
の
た
き
火
な
ど
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
火
器
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
悪
質
訪
問
販
売
や
点
検

業
者
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
午
前
７
時
と
午
後
６

時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

（
吹
鳴
方
法　

30
秒
間
を
１
回
）

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
１

消
防
馬
頭
分
署
☎
92―

２
８
０
０

消
防
小
川
分
署
☎
96―

２
１
８
８

消防団員大募集
　消火活動や災害発生時での救助・
救出活動など、いざというときに
真っ先に駆けつける消防団員。自分
の町を自分で守るため、あなたの力
を生かしてみませんか？
条 件　町内在住の１８歳以上の方
問い合わせ　総務課消防交通係　
　　　 ☎０２８７－９２－１１１１

はとても優しそうな方でしたが、名字の漢字が見慣れてい
なかったため、「感謝の集い」では名前が覚えられませんで
した。もし交番に行って、他のお巡りさんがいたら、「名前
を忘れたけど彼に会いに来ました」は言いづらいし．．．、　

「やあ！遊びに来ました」とも言えないし．．．。　いろいろ
な言い訳が頭の中に浮かび、12 月にも１月上旬にも行くこ
とができませんでした。
　ようやく、１月 14 日の祝日に僕は勇気を振り絞って、妻
と一緒に交番に行ってみました。あの時と同じお巡りさん
が駐在所に居て安心しました。そしてやっと、お巡りさん
の名前が分かりました。玉

たま

眞
ま

警部補はざっくばらんな方で
いろいろ話しながら、交番の様子や駐在所長の仕事につい
て我々の質問に答えてくださり、少し交番のことが分かっ
てきました。40 分間はあっという間に過ぎました。行って
みてよかったです。
　再発見をするためには慣れていない場所へ行って、日ご
ろの付き合いがない人とでも交流をしないとマンネリを脱
することができません。以前のコラムに「習慣」がこの町
の素晴らしい場所と人に出会う妨げになっているのでは…
と書きましたが、それに「懸念」を加えます。小さな懸念
は大きな出会いを逃すかもしれません。那珂川町を再発見
するために懸念に負けてはいけません。僕はまだまだ学習
中です。
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那
珂
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
那
珂
川
町
の
将
来
都
市

像
を
明
ら
か
に
し
、
無
秩
序
な
開

発
等
か
ら
守
り
、
合
理
的
な
土
地

利
用
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
計
画
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、（
案
）
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
は

２
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
計
画
に
対

す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画

に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
町

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団

体
等

■
計
画
（
案
）
の
公
表
の
方
法

・
計
画（
案
）は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.tochigi-
nakagaw

a.lg.jp/

）ま
た
は
企
画

財
政
課
、
支
所
管
理
課
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

・
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
書
面
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

那
珂
川
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

那
珂
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）の

　

  　
　
　
　

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

手
続
実
施
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
内
容
と
現
在
町
で
進
め
て
い

る
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
「
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
広
く
計
画
等
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
29
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

集
会
室

内
容　

１
部　
「
那
珂
川
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
」
に
つ
い
て

「
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

２
部　

基
調
講
演
「
那
珂
川
町
の

ま
ち
づ
く
り
」

　
　
　

講
師:

桑
野
正
光
教
育
長

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
地
域

振
興
係
（
那
珂
川
町
馬
頭
４
０
９
）

　

☎　

０
２
８
７―

92―

１
１
１
４

Ｆ
ａ
ｘ
０
２
８
７―

92―

１
３
１
６

E
-m

ai:sinkou@
tow

n.tochigi-
nakagaw

a.lg.jp

那珂川町保育所等再編整備計画（案）パブリックコメント結果を公表します
■パブリックコメント募集期間　　平成 19 年 12 月 17 日～ 20 年 1 月 16 日まで
■意見数　　　　　　　　　　　　２件
■意見の提出方法　　　　　　　　書面 2 件
■意見の概要と町の考え方
番号 意見の概要 町の考え方

１

　現在の小川幼稚園は、図書館や児童館等の施設
に近く自然にも恵まれた良い環境に立地しており、
園外保育等も充実しています。
　できれば、ひばり幼稚園を保育所に改築、小川
舟戸地区に保育所と幼稚園を併設していただける
と環境的に良いのではないかと思われます。
　ひばり幼稚園に統合された場合、バス通園を可
能にしていただけると思いますが、現在のバス料
金を超えないようにしていただきたいと思います。

　今後ますます顕著になる少子化傾向の中で、保
育ニーズの多様化・子育て支援の充実のため、保
育所・幼稚園の統合を図るものであり、就学前児
童数や現施設の老朽化等を総合的に勘案して、幼
稚園１施設、保育所３施設（20 年後には２施設）
としたもので旧町の枠にとらわれない施設利用を
お願いしたいと思います。
　また、施設の立地場所については、豊かな情操
を育める環境に恵まれた場所を選定条件としてお
り、保育内容はどの施設においても同等のものを
提供できるよう配慮していきます。
　通園バスについては、今後検討していくことに
しています。

2

　子どもたちの心身発達のため、統合後も園外保
育と、共働き家庭の増加に伴い延長保育を実施し
てほしいと思います。（就労者は保育所にと言われ
るかもしれませんが、金額的負担が多いという方
も多いと思います）

　統合後も、那珂川町の子どもたちの健全育成の
ため、よりいっそう充実した保育を提供できるよ
うに努めていきます。
　幼稚園の延長保育、費用負担については、当分
の間は現行どおりですが、保育所、幼稚園の一元
化等就学前児童の保育、養育という観点から今後
総合的に検討していきます。

■寄せられた意見等に基づき、施策の案を修正した内容
　修正した内容はありません。
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29

お早めにに加入申し込みを!! 
オプションサービスは後で追加や変更ができます
お早めにに加入申し込みを!! 
オプションサービスは後で追加や変更ができます

☎９２－１１０８  Ｅ-mail kjouhou@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

１．加入促進期間と加入金等
　現在、町では那珂川町ケーブルテレビ施設加入申し込みを受け付けていますが、申し込みの時期により、加
入金と引込工事費が異なりますのでご注意ください。

内　　　　容 申し込みの時期 加　入　金 引　込　工　事　費

加入促進期間中

平成 19 年 12 月から
平成 20 年 ９ 月まで 無　　料 無　　料

平成 20 年 10 月から
平成 22 年 ３ 月まで ２万円 実費の２分の１

（※負担限度額３万円）

加入促進期間終了後 平成 22 年 ４ 月以降 ４万円 実　　費
（※負担限度額６万円）

・引込工事は、伝送路のタップオフから軒先の保安器設置までの工事です。加入促進期間中に申し込まれた方に
　ついては、申し込みの時期により、工事費が無料または実費の２分の１（負担限度額３万円）となります。
・宅内配線工事は、保安器から建物内の各機器までの配線工事です。宅内配線工事費は、個人負担（２万円程　
　度）となります。
・宅内配線工事のうち通信系配線（音声告知機等を接続するもの）は、新たに配線工事が必要です。
・第一次集約期限は、平成20年３月31日です。お早目に申込みください。

２．基本サービス
　基本サービスは、地上デジタル放送などの再送信サービスと、自主放送、音声告知放送、加入者間町内無料電
話、テレビインターネットです。基本利用料は、月1,600円です。
・加入申込書は、２枚複写式になっています。必要事項を記入し、押印の上、町保管用のみを提出してください。

３．オプションサービス
　オプションサービスは、インターネット接続サービス、ＩＰ電話サービス、ＣＳ有料放送再送信サービス及び
ＳＴＢレンタルサービスです。希望される方が選んで申し込むサービスです。
・オプションサービスは、加入申し込みの後からでも各サービスの変更や追加などができますし、料金も変わり
　ません。
・希望された方には、後日改めて、各サービス別の利用申込書と契約約款などを送付します。

４．インターネット接続サービス
　ＡＤＳＬのような距離による減衰や利用制限がなく、町内どこでも快適に利用できます。
・回線速度は、下り30Ｍｂｐｓ、ベストエフォート型です。常時接続、使い放題です。
・基本利用料は、月2,500円です。回線使用料、プロバイダ料、モデム代を含んでいます。
・町がブロバイダとなりますので、ＵＲＬやメールアドレスは変更となります。

５．ＩＰ電話サービス
　東京や横浜など、町外へ遠距離通話を行う場合は、通話料金が無料もしくは安く（低額）となります。基本利
用料は月400円で、通話料金は従量制です。
・050－○○○－××××の新しい電話番号が割り振られますが、現在使用している電話番号も使えます。
・町が無料で貸与する音声告知放送受信機に電話機を接続するだけです。ダイヤル式電話機、ビジネスフォンや
　古いＦＡＸなどは使用できません。
・ＩＰ電話は、110番、119番などへは通話できませんので、今までの一般電話の契約も継続してください。
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６．ＣＳ有料放送再送信サービス
　スポーツ、時代劇など専門の有料衛星放送です。ご覧になるには、テレビ１台ごとにＳＴＢが必要です。
　（デジタルテレビにも必要）また、ＳＴＢごとにＣ－ＣＡＳカード（3,150円／枚）が必要となります。

７．ＳＴＢレンタルサービス
　ＳＴＢ１台は、町から無料で貸与しますが、ＳＴＢが２台以上必要な場合に貸し出すサービスです。１台につ
き月500円で、３年以上の利用が必要です。なお、３年未満の場合は、解約料が生じます。
・衛星（BS・CS）放送をご覧になるには、テレビ１台ごとにＳＴＢが必要です。（デジタルテレビにも必要）
・アナログ放送は、ＳＴＢを設置しなくても平成23年７月24日（アナログ放送終了時）まではご覧になれます。
　その時点でＳＴＢを借りるか、デジタルテレビまたは専用チューナーを買うかを検討する方が得策です。

STB（セットトップボックス）とリモコン
※ STB は、地上デジタルチューナー及び BS・CS チューナーの機能があ
るほか、テレビインターネットなど情報検索端末機としての機能がありま
す。また、STB は、CATV 専用の機器であり、販売はいたしません。

８．ＣＴＢ自主放送（５ＣＨ）の一時中断
　現在、町では、平成21年４月の供用開始に向けてケーブルテレビ施設の整備を進めていますが、ＣＴＢ放送セ
ンター内の設備入れ替え工事のため、自主放送（５ＣＨ）を一時中断します。ご迷惑をおかけしますがよろしく
お願いします。なお、議会中継や卒業式などについては、自主放送再開後に放映する予定です。

内　　容 主な番組名 中　断　期　間 再　開　日

１．自主制作番組 ニュースポケット
ＣＴＢピックアップ（卒業式など）

２月 25 日（月）から
３月 24 日（月）まで

３月 25 日（火）
２．配給番組
　　（ＶＴＲ）

サイエンスチャンネル「ソクティ兄弟」
驚異の生物たち「スーパーセンサー」
県政ピックアップ
日本の話芸（落語）

３．中継 議会録画中継 ３月 25 日（火）以降

４．配給番組
　　（ＣＳ）

子どもアニメ劇場
グリーンチャンネル まちむらＮＯＷ
　　　　〃　　　　 里からのたより外

２月 21 日（木）から
３月 14 日（金）まで ３月 15 日（土）

５．文字放送 文字放送 中断はありません
　※再開後の番組については、３月のＣＴＢ番組表をご覧ください。

９．小川地区の東電及びＮＴＴ柱所在地の地権者確認調査へのご協力
　町では、ケーブルテレビのケーブルを架線する電柱等について、所在地の確認調査を実施しています。町の委
託業者（株式会社トランセンス）が地権者または周辺の方に確認をさせていただきますのでご協力をお願いしま
す。
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
28
）

　

今
回
も
、町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
「
処
分
場
の
埋
め
立
て
期
間
に

つ
い
て
、
基
本
設
計
で
は
12
年
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
埋
め
立

て
期
間
は
何
を
基
に
決
め
ら
れ
た

の
で
す
か
。
ま
た
期
間
が
延
長
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
か
」
と

い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
ご
説
明
し
て
き
ま

し
た
よ
う
に
、
馬
頭
最
終
処
分
場

は
、
北
沢
の
不
法
投
棄
物
の
撤
去

費
と
処
分
場
の
建
設
費
を
生
み
出

す
た
め
に
必
要
最
低
限
の
埋
め
立

て
容
量
で
あ
る
約
80
万
㎥
で
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
北
沢

の
不
法
投
棄
物
及
び
汚
染
土
壌
が

５
・
１
万
㎥
、
ま
た
、
覆
土
（
飛

散
や
悪
臭
防
止
を
す
る
た
め
に
廃

棄
物
に
覆
い
被か
ぶ

せ
る
土
）
が
約

16
万
㎥
で
す
の
で
、
そ
れ
以
外
が

県
内
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の

埋
め
立
て
量
で
約
58
・
９
万
㎥
と

な
り
ま
す
。当
初
基
本
計
画
で
は
、

「
栃
木
県
廃
棄
物
処
理
計
画
」（
平

成
14
年
３
月
）
の
最
終
処
分
量
の

見
込
み
が
年
間
約
６
万
㎥
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
埋
め
立
て
期
間
を

10
年
程
度
（
58
・
９
万
㎥
を
６
万

㎥
で
割
る
と
９
・
８
年
）
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
３
月
に

同
計
画
が
見
直
さ
れ
、
最
終
処
分

量
の
見
込
み
が
年
間
約
５
万
㎥
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
埋
め
立
て
期

間
を
12
年
程
度
（
58
・
９
万
㎥
を

５
万
㎥
で
割
る
と
11
・
８
年
）
と

し
た
も
の
で
す
。

　

最
終
処
分
量
の
見
込
み
が
減
少

し
た
理
由
と
し
て
は
、
最
近
の
循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
い
か
に
廃
棄
物
を

出
さ
な
い
か
、
ま
た
、
出
た
廃
棄

物
を
い
か
に
再
利
用
す
る
か
な
ど

（
３
Ｒ
運
動　

※
１
）
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
最
終
処

分
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

後
の
景
気
の
動
向
や
循
環
型
社
会

の
進
展
な
ど
社
会
状
況
に
基
づ
く

変
動
な
ど
に
対
応
し
な
が
ら
埋
め

立
て
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
１　

リ
デ
ュ
ー
スReduce

（
発

生
抑
制
）・
リ
ユ
ー
スReuse

（
再

馬頭最終処分場についての
相談窓口の開設

相談日時　３月 19 日（水）
　　　　　午後１時～午後６時
場　　所　本庁２階第３会議室
問い合わせ　
　　県　馬頭処分場整備室
　　　　☎０２８－６２３－３２２７
　　町　環境整備対策室　　
　　　　☎０２８７－９２－１１１０

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果

　北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
調査項目　ダイオキシン類
採 水 日　 平成 19 年 11 月 12 日
採水場所　１周辺環境水（１）投棄地直下河川（２）小口川上流
　　　　　２投棄現場　 （３）投棄地下流側浸出水
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
　詳細については環境整備対策室☎０２８７－９２―１１１０
にお問い合わせください。

使
用
）・
リ
サ
イ
ク
ルRecycle

（
再
生
利
用
）
の
運
動

　（平成１９年度第３回年間変動調査分）

　

現
在
、
町
で
は
、
町
総
合
振
興

計
画
を
踏
ま
え
て
、
那
珂
川
町
地

域
情
報
化
基
本
計
画
を
策
定
中
で

す
。
こ
の
ほ
ど
、（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
は

２
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
情
報
化
の
現
状

に
つ
い
て
把
握
・
分
析
を
行
い
、

今
後
の
本
町
に
お
け
る
情
報
化
の

基
本
方
針
と
導
入
す
る
情
報
通
信

基
盤
の
有
効
な
利
活
用
法
を
検
討

す
る
た
め
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
計

画
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
い
た
だ

き
、
で
き
る
だ
け
計
画
に
反
映
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
意
見
等
を
提
出
で
き
る
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
町

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団

体
等

■
計
画
（
案
）
の
公
表
方
法

・
計
画（
案
）は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.tochigi-
nakagaw

a.lg.jp/

）
ま
た
は
企
画

那
珂
川
町
地
域
情
報
化
基
本
計
画
（
案
）の

　
　
　
　
　

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

２
月
１
日（
金
）
～
２
月
29
日（
金
）
ま
で

財
政
課
、
支
所
管
理
課
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
方
法

・
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
書
面
で
提
出

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
意
見
等
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
住
所
（
所
在
地
）、氏
名
（
会

社
名
）、
連
絡
先
、
意
見
の
内
容

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
詳
細
な
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
那
珂
川
町
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

〒
３
２
４―

０
６
９
２

栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町
馬
頭
４
０
９

　

☎　

０
２
８
７―

92―

１
１
１
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
７―

92―

１
３
１
６

E-m
ail:kikaku@

tow
n.tochigi-

nakagaw
a.lg.jp
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に
基
づ
き
現
金
等
を
差
し
押
さ
え

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
差
押
手

続
を
行
っ
た
場
合
に
は
必
ず
差
押

目
録
を
作
成
し
、
差
押
目
録
謄
本

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
徴
収
担
当
の
職
員
が
納
税
者
の

皆
さ
ま
か
ら
税
金
の
納
付
の
た
め

に
現
金
を
受
領
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
領
収
書
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

■
通
常
、
土
日
な
ど
の
休
日
や
早

朝
・
深
夜
か
ら
税
務
調
査
を
開
始

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
家
族
の
方
が
電
話
で
の
問
い

合
わ
せ
を
受
け
ら
れ
た
と
き
は
即

答
せ
ず
、
税
務
職
員
の
所
属
と
氏

名
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
必
ず
ご

本
人
に
相
談
の
う
え
ご
回
答
願
い

ま
す
。

　

ま
た
最
近
、
国
税
局
・
税
務
署

の
関
係
者
や
税
理
士
な
ど
を
装

い
、
税
務
関
係
の
会
報
な
ど
の
購

読
や
税
務
に
関
す
る
講
習
会
な
ど

に
せ
税
務
職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
税
務
職
員
が
納
税
者
の
皆
さ
ま

に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場

合
は
、
提
出
い
た
だ
い
た
申
告
書

等
を
基
に
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に

確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
。

■
税
務
職
員
が
税
務
調
査
を
行
う

場
合
は
、
質
問
検
査
章
と
身
分
証

明
書
（
顔
写
真
付
）
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。身
分
証
明
書
等
で
所
属
、

氏
名
等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
常
の
税
務
調
査
に
お
い
て
、

調
査
担
当
の
職
員
が
帳
簿
書
類
等

を
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

現
金
そ
の
他
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
い
わ
ゆ
る
査
察
調
査
な

ど
国
税
反
則
取
締
法
に
基
づ
き
税

務
職
員
が
強
制
調
査
を
行
う
場
合

は
、裁
判
官
が
発
布
し
た
「
臨
検
・

捜
索
・
差
押
許
可
状
」
を
必
ず
提

示
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
際
、
税
務
職
員
が
許
可
状

へ
の
受
講
を
勧
誘
し
、
種
々
の
名

目
に
よ
り
法
外
な
金
銭
を
請
求
す

る
と
い
っ
た
事
件
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
等
で
「
あ
な
た
の
税
金
安

く
し
ま
す
」
な
ど
と
持
ち
か
け
、

手
数
料
名
目
の
金
銭
を
振
り
込
ま

せ
て
詐
取
し
よ
う
と
す
る
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
職
員
が
会
報
の
購
読
や
講

習
会
の
受
講
を
勧
誘
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
場
で
税
務
署
ま
た
は
国
税
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

氏
家
税
務
署

☎
０
２
８―

６
８
２―

３
３
１
１

関
東
信
越
国
税
局

☎
０
４
８―

６
０
０―

３
１
１
１

　

毎
年
、
税
務
職
員
を
装
い
、
勤
務
先
、
取
引
銀
行
等
を
問
い
合
わ
せ
る

事
例
、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
等
を
問
い
合
わ
せ
る
事
例
、
現
金
を
持
ち

去
る
な
ど
の
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
者
の
皆
さ
ま
が
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で“
結
婚
”に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

結
婚
支
援
講
演
会

　

那
珂
川
町
結
婚
相
談
所
で
は
、

結
婚
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
や
そ

の
親
御
さ
ん
、
未
婚
者
の
結
婚
支

援
を
行
う
方
な
ど
を
対
象
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
（
日
）

　

      

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

集
会
室

講
師　

白
河
桃と
う

子こ

氏
（
ジ
ャ
ー
ナ

　
　
　

リ
ス
ト
）

国民年金（特別）推進員募集
　宇都宮東社会保険事務所では、国民年金事業の推進のため、推進員を募集します。

職　　種 募集人員 賃　　金 年　齢 勤　務　時　間 雇 用 期 間

推 　 進 　 員
（徴　収） １名 月額

151,500 円 不 問 1 日６時間・週 30 時間
（週休 2 日・土日勤務）

平成 20 年 9 月 30 日まで
（更新あり）

募 集 期 間：平成 20 年 3 月 31 日まで
問い合わせ：宇都宮東社会保険事務所　☎０２８－６３８－３２１７

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

東
京
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学

文
学
部
卒
業
。
結
婚
情
報
サ
ー
ビ

ス
や
結
婚
や
恋
愛
、
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
取
材
を
数

多
く
手
掛
け
て
い
る
。

　

著
書
に
『
こ
ん
な
男
じ
ゃ
結
婚

で
き
な
い
！
』『
結
婚
し
た
く
て

も
で
き
な
い
男
・
結
婚
で
き
て
も

し
な
い
女
』
な
ど
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
戸
籍

住
民
係（
町
結
婚
相
談
所
事
務
局
）

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
２
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県
青
年
農
業
者
海
外
派
遣
研

修
に
高
野
寿
人
さ
ん

　
（
財
）
栃
木
県
農
業
振
興
公
社

主
催
の
青
年
農
業
者
海
外
派
遣
研

修
が
10
月
10
日
か
ら
19
日
の
10
日

間
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ

ス
の
３
ヵ
国
で
行
わ
れ
、
当
町
か

ら
高
野
寿
人
さ
ん
（
久
那
瀬
）
が

研
修
生
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
野
さ
ん
ら
は
集
約
型
農
業
実

践
農
家
及
び
環
境
保
全
型
農
業
実

践
農
家
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
都
市
農
村
交
流
実
践
農
家
な

ど
、
安
全
で
良
質
な
農
産
物
の
生

産
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
事
後
研
修
会
や
南
那

須
地
区
青
少
年
ク
ラ
ブ
活
動
交
換

会
で
体
験
発
表
し
ま
し
た
。

大
島
ユ
キ
さ
ん
（
百
歳
）
に

　
　

祝
い
金
と
花
束
を
贈
呈

　

１
月
１
日
に
百
歳
を
迎
え
た
大

島
ユ
キ
さ
ん
（
薬
利
）
へ
、
川
崎

和
郎
町
長
か
ら
祝
い
金
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
島
さ
ん
は
、
町
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
る
と
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
し
っ

か
り
と
し
た
声
で
応
え
、
大
き
な

花
束
を
抱
え
て
笑
顔
を
浮
か
べ
ま

し
た
。「
今
で
も
、身
の
回
り
の
こ

と
は
、
自
分
で
し
て
い
る
こ
と
が

長
生
き
の
秘
訣
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

お
礼
に
、
小
学
３
年
生
の
時
に

教
わ
っ
た
「
梅
干
の
う
た
」
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

た
こ
つ
く
り
教
室
＆

　
　
　
　

 

た
こ
あ
げ
大
会　

　

１
月
５
日
、
那
珂
川
町
青
少
年

育
成
協
会
と
子
ど
も
会
育
成
会
連

合
協
議
会
主
催
の
た
こ
つ
く
り
教

室
が
小
川
公
民
館
な
ど
で
開
催
さ

れ
、60
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
行
わ
れ
た
た
こ
あ
げ
大
会

で
は
、
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の

色
と
り
ど
り
の
た
こ
が
、
大
空
高

く
揚
が
っ
て
い
ま
し
た
。

た
こ
あ
げ
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

小
学
校
１
・
２
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

星　

こ
の
か

　

優
秀
賞　
　

直
井　

良
賢

　
　
　
　
　
　

川
井　
　

聡

小
学
校
３
～
６
年
の
部

　

最
優
秀
賞　

稲
澤　
　

駿

　

優
秀
賞　
　

直
井　

裕
樹

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

孟
水

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

　
　
　
　
　
　

打
ち
初
め
式

　

新
春
恒
例
の
那
須
小
川
ま
ほ
ろ

ば
太
鼓
打
ち
初
め
式
が
１
月
６

日
、
ふ
る
さ
と
館
で
開
催
さ
れ
、

関
係
者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
川
崎
和
郎
町
長
は
「
ま

ほ
ろ
ば
太
鼓
が
旧
２
町
の
一
体
化

に
効
果
を
発
揮
し
た
。
今
後
も
一

致
団
結
し
て
継
続
し
、
後
世
に
伝

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
磯
昭
一
会
主
が
念
頭
の
決
意

を
宣
し
た
後
、
甘
酒
で
乾
杯
し
、

星
和
好
副
会
主
の
指
導
で
打
ち
初

め
が
行
わ
れ
、
力
強
い
桴ば
ち

さ
ば
き

を
披
露
し
ま
し
た
。

小
川
保
育
園
合
同
で

　
　
　
　
　
　

人
形
劇
観
劇

　

１
月
11
日
、
小
川
第
１
・
第
２
・

第
３
保
育
園
合
同
の
ら
く
り
ん
座

に
よ
る
人
形
劇
観
劇
が
小
川
第
１

保
育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
に
先
立
ち
、
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
劇
で
は
、「
大
人

も
含
め
、
ご
み
の
分
別
を
し
っ
か

り
守
り
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が

大
切
」
と
園
児
た
ち
に
教
え
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ね
ず
み
と
正
直
者
の

お
じ
い
さ
ん
が
出
て
く
る
昔
話
の

「
お
む
す
び
コ
ロ
リ
ン
」
を
観
賞

し
、
園
児
た
ち
は
、
目
の
前
で
演

じ
ら
れ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
踊
り
に

大
喜
び
で
し
た
。
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三
和
神
社
で
ど
ん
ど
焼
き

　

１
月
14
日
、
日
没
と
と
も
に
三

和
神
社
（
三
輪
）
で
は
、
古
く
か

ら
続
け
ら
れ
て
い
る
鳥ど
ん

越ど

祭や
き

神
事

並
び
に
古
札
焼
納
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

神
社
の
境
内
に
は
、
古
札
の
ほ

か
、
古
い
ダ
ル
マ
や
正
月
の
注し

連め

飾か
ざ

り
な
ど
を
納
め
に
来
た
参
拝
客

が
引
切
り
無
し
に
訪
れ
て
い
ま
し

た
。

　

厳
寒
の
闇
の
中
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
、
焚
き
上
げ
の
周
り
に
集
ま

り
な
が
ら
、
振
る
舞
わ
れ
た
甘
酒

で
体
を
温
め
、
燃
え
上
が
る
炎
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

新
春
「
落
語
を
楽
し
む
会
」

　

久
那
瀬
公
民
館
で
は
公
民
館
活

動
の
一
環
と
し
て
１
月
20
日
、「
落

語
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
演
に
先
立
ち
、
長
山
一
男
公

民
館
館
長
か
ら
「
昨
年
か
ら
食
品

偽
装
な
ど
暗あ
ん
う
つ鬱
な
報
道
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
本
日
は
愉
快
な
落
語

を
聞
い
て
大
い
に
笑
い
、
元
気
に

な
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語

家
火
災
亭
珍
歌
氏
、
森
乃
む
じ
な

氏
に
よ
る
演
目
は「
親
子
酒
」、「
禁

酒
番
屋
」、「
時
そ
ば
」
な
ど
で
、

そ
ば
を
食
べ
る
こ
っ
け
い
な
仕
草

や
見
事
な
オ
チ
に
、
約
１
２
０
人

の
観
客
か
ら
笑
い
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

小
川
中
で
立
志
式
記
念
講
演

　

小
川
中
学
校
で
は
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
し
、
将
来
の
進
む
べ
き

道
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
１
月
19

日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
２
年
生

87
人
が
出
席
し
、
立
志
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

立
志
式
終
了
後
、
同
中
学
卒
業

生
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
赤
坂
フ
ラ
ン
ス
料
理
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ト
リ
ア
ノ
ン
」
料
理
長
の

鈴
木
房
雄
氏
を
講
師
に
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

国
内
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
で
連
続
優
勝
し
、
37
歳
で

日
本
を
代
表
す
る
料
理
長
と
な
っ

た
鈴
木
氏
は
「
皆
さ
ん
に
は
夢
や

目
的
を
も
っ
て
前
に
進
ん
で
ほ
し

い
。
ま
た
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と

す
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
で
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

優
良
少
年
ら
57
人
を
表
彰

　

那
珂
川
警
察
署
、
町
防
犯
・
暴

力
追
放
協
会
等
は
１
月
17
日
、
馬

頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
優
良
少

年
や
防
犯
ポ
ス
タ
ー
、
地
域
安
全

マ
ッ
プ
等
入
選
者
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

木
村
泰
介
那
珂
川
警
察
署
長
は

受
賞
者
に
「
今
後
も
他
の
模
範
と

な
り
、
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献

し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
小
・
中
・
高
校
生
な
ど

青
少
年
57
人
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
県
警
察
本
部
長

な
ど
か
ら
３
人
３
団
体
の
方
々
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

町
教
育
委
員
会
と
家
庭
教
育
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
会
主
催
に
よ

る「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
１
月
26
日
、
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
約
１
６
０
人
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

世
界
大
会
に
も
出
場
し
た
こ
と

の
あ
る
白
鷗
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク

ワ
イ
ア
に
よ
る
演
奏
の
曲
目
は
、

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」な
ど
の
ア
ニ

メ
か
ら
、
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
序
曲

ま
で
と
幅
広
く
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

「
キ
ラ
キ
ラ
星
」 

な
ど
を
懸
命
に

演
奏
し
て
い
ま
し
た
。
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料
理
を
作
る
こ
と
は
、
子
ど
も

の
想
像
力
、
集
中
力
、
計
画
性
を

育
み
ま
す
。

④
元
気
な
体
の
わ
か
る
力

　

健
康
状
態
を
維
持
で
き
る
力
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
食
べ
物
の
命
を
感
じ
る
力

　

野
菜
、
肉
、
魚
な
ど
は
自
然
の

恵
み
、
自
然
へ
の
感
謝
の
心
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。

｢
早
寝･

早
起
き･

朝
ご
は
ん｣

１
日
を

　

健
や
か
な
リ
ズ
ム
で
つ
な
げ
よ
う

　
　

　
現
在
の
子
ど
も
た
ち
を

　
　
　
　
　
　

取
り
巻
く
食
卓

　

今
の
子
ど
も
た
ち
の
食
事
の
実

態
に
つ
い
て
、「
こ
食
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
「
こ
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
体
と
心
を

　
　
　
　

の
ば
す
食
生
活

　

子
ど
も
が
成
長
す
る
う
え
で
、

食
事
は
単
な
る
栄
養
補
給
の
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
で
食
卓
を

囲
む
こ
と
で
、
食
べ
る
楽
し
さ
、

満
足
感
、
喜
び
、
安
ら
か
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

食
を
通
し
た
親
子
の
関
わ
り
や
味

覚
は
、
将
来
の
食
生
活
に
大
き
く

影
響
し
て
き
ま
す
。

「
食
育
」
で
大
き
く
育
て
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

５
つ
の
力

①
食
べ
方
を
選
ぶ
力

　

必
要
な
食
べ
物
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
る
知
識
と
知
恵
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

②
食
べ
物
の
味
が
わ
か
る
力

　

食
材
が
本
来
も
つ
味
や
お
い
し
さ

が
わ
か
る
感
覚
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

③
料
理
を
す
る
力

　

本
校
の
生
徒
に
、
小
川
中
学
校

の
良
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
尋
ね
て

み
る
と
、
大
半
の
生
徒
が
「
明
る

く
元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
こ
と
」
と
答
え
ま
す
。
こ
の
他

に
も
「
み
ん
な
仲
良
く
、
休
ん
で

い
る
生
徒
が
少
な
い
」「
学
校
が
き

れ
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
た
く

小川中学校から
さ
ん
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、生
徒
一
人

ひ
と
り
の
心
の
中
に
実
感
と
し
て

残
っ
て
い
る
背
景
に
は
、「
生
徒
会

活
動
の
充
実
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

  
本
校
で
は
、
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

や
ゴ
ミ
拾
い
活
動
、
老
人
施
設
訪

問
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
た
く
さ
ん

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
活
動
全
て
が
、
委
員
会
を

は
じ
め
、
学
級
や
部
活
動
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
が

主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
甲か

斐い

あ
っ
て
、
生
徒
た
ち
が

自
ら
考
え
、
判
断
し
、
自

信
を
持
っ
て
行
動
に
移
す

光
景
を
よ
く
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
小
川
中
学
校
を
活
気

の
あ
る
す
ば
ら
し
い
学
校

に
し
よ
う
」
と
い
う
気
持

ち
が
、
生
徒
た
ち
の
心
の

中
に
徐
々
に
根
付
い
て
き

た
よ
う
で
す
。

  

そ
の
他
に
も
、
学
年
・

学
級
間
の
仲
間
意
識
を
高

め
る
た
め
の
活
動
な
ど
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
つ

い
先
日
に
は
、
生
徒
会
役

員
が
中
心
と
な
り
、
生
徒

会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
学
級
対
抗
の
大
縄
跳

び
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
ど
の
学
級
も
一
致
団
結
し
、
生

徒
全
員
が
そ
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

  

小
川
中
学
校
の
良
さ
を
伸
ば
し
つ

つ
、
さ
ら
に
新
し
い
良
さ
を
発
見
で

き
る
よ
う
に
、
生
徒
と
と
も
に
我
々

職
員
も
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

・「
孤
食
」

　

ひ
と
り
で
食
べ
る
。

・「
個
食
」

　

自
分
の
好
き
な
も
の
を
各
々
が

　

食
べ
る
。

・「
固
食
」

　

自
分
の
好
き
な
決
ま
っ
た
も
の

　

し
か
食
べ
な
い
。

・「
小
食
」

　

食
べ
る
量
が
少
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
「
こ
食
」
は
、体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
精
神
面
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
最
近

で
は
、
現
代
っ
子
に
す
ぐ
キ
レ
る

子
が
多
い
の
は
、
食
の
偏
り
と
大

き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
食
べ
て
こ
そ
お
い
し

く
、
心
も
満
た
さ
れ
る

　

心
が
わ
く
わ
く
し
て
い
る
時
に

子
ど
も
た
ち
は
良
く
食
べ
ま
す
。

し
か
し
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
食
べ
た

り
、
食
事
中
に
怒
ら
れ
た
り
、
無

理
強
い
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
り

す
る
よ
う
で
は
、
食
が
進
ま
な
い

だ
け
で
な
く
、
食
卓
は
心
な
ご
む

場
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
食
べ
る
こ
と
は
楽
し
く
て
、安

心
で
き
る
」。そ
ん

な
思
い
を
子
ど
も

時
代
に
し
み
込
ま

せ
て
あ
げ
た
い
も

の
で
す
。
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春
耕
や
尾
長
の
つ
が
い
降
り
来
た
り　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

青
木　

俊
蓉

絵
馬
掛
け
て
二は
た
ち十歳
を
祝
ふ
晴
着
の
子　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

横
山　

義
夫

寒
鯉
の
尾
鰭
か
す
か
に
動
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

富
美

ぬ
く
ぬ
く
と
子
猫
遊
ば
す
障
子
か
な　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

永
森　

悦
子

す
べ
て
脱
ぎ
冬
木
の
桜
堂
堂
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
西
の
原　
　

金
井　

和
子

寄
鍋
や
白
菜
花
の
ご
と
く
盛
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

国
安　
　

薫

明
け
初
む
る
空
に
望
月
影
う
す
く
遠
尾
根
ひ
か
り
元
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　
　

小
高　

歌
子

整
然
と
藤
棚
も
樹
に
も
電
球
の
夢
誘
ふ
が
の
「
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

薄
井　

キ
イ

北
風
に
枯
葉
飛
ば
し
て
杉
檜
新
た
な
年
へ
の
緑
と
と
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

岡　

イ
チ
エ

風
邪
を
ひ
く
と
心
配
す
る
婆ば
あ

婆ば

に
婆
婆
と
休
む
と
上
着
を
急
い
で
ぬ
ぐ
曾
孫
の
仕
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
法
寺　
　
　

伊
藤　

ヨ
シ

玄
関
の
鉢
植
え
の
紅
梅
咲
き
満
ち
て
茶
の
間
ま
で
香
る
早
春
の
朝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
法
寺　
　
　

佐
原　

タ
ミ

ち
っ
ぽ
け
な
悩
み
だ
よ
ね
と
嘲
笑
う
ご
と
く
に
過
ぎ
る
朝
の
風
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

石
沢
千
代
子

　
　大

丈
夫
友
の
言
葉
千
人
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
上
郷　

大
森　

愛
子

流
行
の
よ
う
に
悪
事
が
載
る
紙
面　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

合
併
を
し
て
も
消
え
な
い
火
の
車　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

平
沢　

照
月

年
金
の
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
で
生
き
延
び
る　
　
　
　
　
　

北
向
田　
　
　

小
林
や
す
こ

子
沢
山
な
ん
て
言
葉
が
死
語
に
な
る　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

短　

歌

広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
見
登
美
彦
／
著
（
角
川
書
店
）

　

私
は
な
る
べ
く
彼
女
の
目
に
と
ま
る
よ
う
に
心
が
け
て
き
た
。

吉
田
神
社
で
、
銀
閣
寺
で
、
哲
学
の
道
で
・
・
・
我
な
が
ら
あ
か

ら
さ
ま
に
怪
し
い
の
で
あ
る
。
二
人
を
待
ち
受
け
る
の
は
、
奇
々

怪
々
な
る
面
々
が
起
こ
す
珍
事
件
の
数
々
、
運
命
の
大
逆
転
だ
っ

た
。

◇
『
国
家
試
験
資
格
試
験
全
書
２
０
０
９
』
（
自
由
国
民
社
）

◇
『
布
で
つ
く
る
か
わ
い
い
お
花
』
野
木
陽
子
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

◇
『
レ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
の
折
り
紙
雑
貨
』
小
林
一
夫
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇
『
子
子
家
庭
は
波
乱
万
丈　

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
旅
物
語
』
赤
川
次
郎
／
著
（
新
潮
社
）

◇
『
ニ
ッ
ポ
ン
の
大
学
』
小
林
哲
夫
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
魔
法
！
魔
法
！
魔
法
！
』
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
／
作
（
徳
間
書
店
）

◇
『
エ
イ
ズ
の
村
に
生
ま
れ
て
』
後
藤
健
二
／
著
（
汐
文
社
）

◇
『
ひ
と
り
ざ
む
ら
い
と
こ
う
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い
』
斉
藤
洋
／
作
・
高
畠
那
生
／
絵
（
講
談
社
）

◇
『
パ
ン
ダ
の
手
に
は
、
か
く
さ
れ
た
ひ
み
つ
が
あ
っ
た
！
』
山
本
省
三
／
文
（
く
も
ん
出
版
）

出
久
根
達
郎
／
著
（
文
藝
春
秋
）

　

歌
人
・
中
島
歌
子
が
主
催
す
る
「
萩
の
舎
」
に
つ
ど
っ
た
才

女
た
ち
。
の
ち
の
樋
口
一
葉
も
そ
の
一
人
。

　

一
葉
の
友
情
と
恋
愛
を
生
き
生
き
と
描
き
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー

ま
で
の
知
ら
れ
ざ
る
姿
を
明
る
く
描
い
た
作
品
。

『
萩
の
し
ず
く
』

島
田
和
子
／
文
（
佼
成
出
版
社
）

　

大
分
県
高
崎
山
自
然
動
物
園
の
サ
ル
「
サ
ヤ
カ
」
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
、
重
い
障
害
を
か
か
え
て
い
た
。
長
く
は
生
き
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
、
と
誰
も
が
思
っ
た
が
サ
ヤ
カ
は
、
ふ
つ
う
の
サ

ル
と
同
じ
よ
う
に
恋
を
し
、
妊
娠
し
た
。

　

本
書
は
、
命
が
命
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
き
び
し
さ
と
感
動
を

伝
え
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

『
不
自
由
な
手
で
だ
き
し
め
て
』

那珂川町
図書館

『
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
』

俳　

句

川　

柳
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第６回なすみなみ若鮎駅伝に
ご協力を

　２月24日（日）、大桶運動公園を
スタートして国道294号を南下、興
野大橋から那珂川町松野地区を経由
して国道293号、若鮎大橋を通り大
桶運動公園にゴールする若鮎駅伝競
走が開かれます。那珂川町民の皆さ
ま、そして沿道の皆さま、ぜひコー
スで選手を応援してください。
　スタートは午前10時、ゴールは11
時15分の予定です。
　なお、この時間、安全な競技の運
営のため交通規制が行われます。国
道293号及び294号は交通の混雑が予
想されますので、ご協力をお願いし
ます。
問い合わせ　第６回なすみなみ若鮎
駅伝競走大会実行委員会事務局（清
水　☎090－4922－9015）

 
通過予定時刻
①大桶運動公園（10:00スタート）
②広域行政センター（10:09）
③興野農産物直売所（10:24）
④鈴木建設（10:35）
⑤久那瀬水産（10:49）
⑥吉野工業所（11:03）
⑦大桶運動公園（11:15ゴール予定）
※各中継所の予定時刻前後30分ぐら
　い、付近の混雑が予想されますの
　でご協力をお願いします。

第３回町民スキー教室及び
町民スキー大会参加者募集

日時　３月８日（土）
総合体育館午前６時出発
（小川体育館経由）
場所　福島県だいくらスキー場
募集人員　40名（定員になり次第締
め切ります）
※中学生以下は、必ず保護者同伴　
参加費　大人　　　　3,000円
　　　　中学生以下　1,500円
申込期限　２月29日（金）
申し込み・問い合わせ

総合体育館　☎0287－92－5611

恩給欠格者、戦後強制抑留者、
引揚者の皆さまへ

　旧軍人等で恩給を受けていない恩
給欠格者、戦後、旧ソ連やモンゴル
に強制抑留された方、終戦に伴い本
邦以外の地域から引揚げてこられた
方の「ご本人」に、あらためて慰

い

藉
しゃ

の念を表すため、内閣総理大臣名の
「特別慰労品」を贈呈しています。
　過去に内閣総理大臣名の書状等を
受けた方、書状を受ける資格があっ
たにもかかわらず、請求されていな
い方も対象です。
　請求書は住民生活課の窓口に置い
てあります。資格要件などの問い合
わせは独立行政法人平和記念事業特
別基金まで（☎0120－234－933）
http：//www.heiwa.go.jp

なす風土記の丘資料館
巡回展及び発表会の開催

巡回展「栃木の遺跡」（要入場料）

県北地域の発掘調査の成果を展示
期間　３月16日（日）まで
発表会（無料）

期日　３月２日（日）
①風土記の丘成果発表会

時間　午前10時～正午
歴史解説員養成講座や小川中学校の

総合学習などの活動の成果発表
②遺跡発表会とギャラリートーク

時間　午後１時～午後３時30分
巡回展で展示中の各遺跡について発
掘担当者がわかりやすく解説
申し込み・問い合わせ

なす風土記の丘資料館小川館
☎　0287－96－3366
FAX　0287－96－3340
E－mail　info@nasufudoki.com

手作り野菜でリフレッシュ！
「まほろば農園」入園者募集

農園の概要

場所　那珂川町小川（舟戸）
　　　まほろばの湯湯親館西側
面積　30区画（１区画30㎡）
入園料　１区画　年5,000円
入園期間　４月１日から1年間（た
だし更新も可能）
利用できる施設等（無料）

堆肥、管理機、農具、かん水用水道
入園資格

・農業への理解を深めたい方
・区画の管理ができる方
募集区画　先着順30区画
申し込み　町備え付けの入園申込書
を提出（郵送可、入園申込書は郵送
もします）
申し込み・問い合わせ

農林振興課　☎0287－92－1113
小川支所産業建設課
　　　　　　☎0287－96－2116

第３回那珂川町学生版画コンクー
ル入賞作品展示のご案内

　馬頭広重美術館では、第３回那珂
川町学生版画コンクール入賞作品の
展示を行います。（入場無料）
期間　２月15日（金）～３月２日
（日）（毎週月曜日を除く）　
時間　午前９時30分～午後５時
会場　那珂川町馬頭広重美術館　視
聴覚研修室ギャラリー
問い合わせ　☎0287－92－1199

お知らせ

◎那須烏山市役所

③興野農産物直売所

④鈴木建設

②広域行政センター

若鮎大橋

興野大橋

大桶運動公園
スタート・ゴール

広域農道

⑥吉野工業所

⑤久那瀬水産

那珂川町役場

Ｒ293

Ｒ294

至さくら市

①⑦



1819 広報なかがわ　平成20年２月10日広報なかがわ　平成20年２月10日

お知らせ

平成20年度那珂川町入札参加
資格審査申請書の受付

　平成20年度における那珂川町入札
参加資格審査申請（建設工事、測
量・建設コンサルタント等、物品・
役務）の受付を次のとおり行いま
す。
受付期間　２月18日～３月３日
（土・日・祝日を除く）
受付時間　午前９時～午前11時30
分、午後１時30分～午後４時
提出書類　一般競争（指名競争）
入札参加資格審査申請書受付要領
（那珂川町ホームページからダウン
ロード）を参照
受付職種　
①建設工事
②測量・建設コンサルタント等業務
③物品・役務等
入札参加資格の有効期間

平成20年４月１日～平成21年３月31
日
提出先及び問い合わせ

総務課管財係　☎0287－92－1111
那珂川町ホームページアドレス
http://www.town.tochigi.nakagawa.
lg.jp

緊急サポートネットワーク事業
のご案内

　とちぎ仕事と子育て両立支援セン
ターでは、厚生労働省からの委託に
より、病気・病後児（回復期）にあ
り集団保育の困難な時期の子どもの
預りや急な出張等の宿泊を含む子ど
もの預り等、育児に関わる臨時的・
突発的・専門的な援助を受けたい利
用者と、援助を行いたい子育て経験
豊富な保育ママや看護士・保育士な
どのサポート会員を取り結ぶ「緊急
サポートネットワーク事業」を実施
しています。　
　現在、利用者の登録は着々と進ん
でおりますが、サポート会員の登録
が少ないことが課題となっていま
す。興味のある方は、是非、ご連絡
下さい。
問い合わせ　NPO法人とちぎ仕事
と子育て両立支援センター　
担当　近野由香利
☎ 028－908－7253（FAX兼用）
メール info@angel-line.jp
ホームページ　http://www.angel-
line.jp/support_net/index.html

自衛官募集案内

◎予備自衛官補（一般・技能）

受付期限　４月14日（月）まで
第1次試験　４月19日（土）～21日
（月）のいずれか１日
会場　自衛隊宇都宮駐屯地
応募資格　７月１日現在18歳以上34歳

未満（一般）、18歳以上53～55歳未満
（技能、保有資格により異なる）の方
その他　自衛隊では２等陸・海・空
士を引き続き募集しています。　　
問い合わせ　自衛隊大田原地域事務
所　☎0287－22－2940　

県税の滞納により差し押さえた
電話加入（利用）権の公売

日時　３月６日（木）午後１時30分
　※10分前にお集まり下さい。
場所　栃木県庁塩谷庁舎101会議室
持参物　印鑑、買入代金（代理人の
場合は委任状が必要です）
問い合わせ　矢板県税事務所　収税
課　☎0287－43－2171

○
総
務
課
へ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
二
基

　
　

那
須
南
農
業
協
同
組
合
様

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　

豊
田
耕
平
様（
谷
田
）

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　

鈴
木　

篤
様（
和
見
）

五
万
円　

鈴
木
欣
市
様（
谷
川
）

○
武
茂
小
学
校
へ

児
童
用
図
書
三
冊
、
ユ
ニ
セ
フ

カ
レ
ン
ダ
ー
及
び
ダ
イ
ア
リ
ー

五
冊　

小
川
由
美
子
様（
松
野
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
他
四
冊

Ｃ
Ｄ
二
枚　

　
　
　

益
子
千
代
美
様（
松
野
）

ありがとう
ございます

寄  贈

新那珂橋通行止めのお知らせ

　新那珂橋が、橋の詳細点検のた
め３月31日（月）まで車両全面通
行止めとなります。（ただし、自
転車・歩行者は通行できます）
　通行止めに伴い、東野バス、Ｊ
Ｒバスの運行経路が変更となりま
すので、停留所を確認のうえ、バ
スをご利用ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご協
力をお願いします。
問い合わせ　烏山土木事務所
　　　　　　☎0287－83－1324

旧馬頭町地区の水道検針月及び検針
票・納付書が４月から変更になります

・検針月が偶数月の下旬へ変更
・検針票・納付書の様式が変更
なお、口座振替日はこれまでと同
じ奇数月の26日（休日の場合は翌
営業日）です。
問い合わせ　上下水道課
　　　　　　☎0287－92－2002
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成
人
式
終
了
後
の
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
川
崎
町
長
の

発
案
で
、全
員
で「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。歌
は
ホ
ー

ル
全
体
に
響
き
わ
た
り
、
自

然
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
新
成
人
は
そ
れ
ぞ

れ
の
道
へ
大
き
く
羽
ば
た
く

こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
那
珂
川
町
を
「
ふ
る
さ

と
」
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
心

に
留
め
て
お
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

・ ２月24日（日）午前10：30～
　ボランティアが絵本を読んでくれます。
・場所　小川公民館 ２階

おがわとしょかんおはなし会

生け花教室

「児童館」
2 月16日～ 3 月15日

のお休み

読　書　会
・３月５日（水）午後1：30～
　「平成20年度 テキスト選定会」
　次年度から参加したい方は馬頭図書館まで、ご連
　絡下さい。
・場所　那珂川町シルバー人材センター

高校生ボランティアのおはなし会　　
・ ３月 1日（土）午前10：30～
　紙しばいや楽しいおはなしがいっぱい。
　おはなしのあとには、たのしい工作教室があります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

なかよしひろば
・２月29日（金）午前10：00～
　ひなまつりごっごをしよう。
・おやつ代　50円
・参加申し込み　２月27日（水）まで

映　画　会
・3月８日（土）午前９：３0～
・内容　ディズニーアニメ『カーズ』
　お友達をさそって見に来て下さい。

・２月23日（土）午後１：30～　　　　　
　もうすぐひなまつり。
　桃の節句のお花を生けましょう。　　　
・花代　７00円
・参加申し込み　２月20日（水）まで
　　　　　　　　（会員以外の方）

おやつをつくろう
・２月24日（日）午前10：00～
　春にぴったりの和菓子“桜もち”を作ります。
・参加費　50円　
・持ち物　三角巾、エプロン（つめを切ってきてね）
・参加申し込み　２月21日（木）まで

・ ２月20日（水）午前10：30～
・ ３月 ５ 日（水）午前10：30～
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館 視聴覚室

たのしい絵本と紙しばいの会

迷路であそぼう
・３月９日（日）午前10：00～
　いろいろな迷路やクイズに挑戦！楽しく遊ぼう。
　クリアした人は賞品がもらえます。
・参加申し込み　３月７日（金）まで

今
月
の
表
紙

婦人ボランティアのおはなし会　
・３月８日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアが昔ばなしの絵
　本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

生け花教室
・３月15日（土）午後１：30～　　　　　
　フラワーアレンジメントをしよう。　　　
・花代　７00円
・参加申し込み　３月12日（水）まで
　　　　　　　　（会員以外の方）

開館時間　午前９時～午後４時
☎０２８７－９６－３１０９ ※３月から午後５時閉館になります。
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時
に
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
鉄

製
品
と
同
じ
よ
う
に
、
中
国
大
陸

か
ら
伝
わ
っ
た
先
端
技
術
の
「
ガ

ラ
ス
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

首
長
た
ち
は
自
ら
の
先
進
性
を
示

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
透
明
な
輝
き
に
古
代
人
は
何
を

見
た
の
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　

　

現
在
、
小
川
館
で
開
催
中
の
巡

回
展
「
栃
木
の
遺
跡―

最
近
の
発

掘
調
査
の
成
果
か
ら―

」
で
は
新

屋
敷
古
墳
石
室
内
よ
り
出
土
し
た

ガ
ラ
ス
小
玉
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
そ
の
細
か

い
作
業
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
も
是
非
こ
の
機
会
に
、
古
代
人

の
手
先
の
器
用
さ
、
当
時
の
先
端

技
術
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　

　
　
　

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　
　

　
　
　
　

学
芸
員　

金
子
智
美
）

2月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　 　9,896 人  （－ 4 ）
 　女　 　9,945 人  （－  2 ）
 　計　　19,841 人  （－  6 ）
 世帯数  　5,999　    （＋  4 ）

（　）内は前月との比較

古 
代 

の 

先 

端 

技 

術

　

２
月
。
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く

な
り
、
車
の
窓
ガ
ラ
ス
も
凍
っ
て

し
ま
う
こ
の
季
節
。
今
回
は
こ
の

「
ガ
ラ
ス
（
硝
子
）」
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　

ガ
ラ
ス
の
起
源
は
、
古
代
オ
リ

エ
ン
ト
や
エ
ジ
プ
ト
に
あ
る
と
い

わ
れ
、日
本
に
は
弥
生
時
代（
今
か

ら
約
２
、３
０
０
～
１
、７
０
０
年

前
）
に
中
国
（
漢
）
か
ら
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
代
で
は

琉る

璃り

（
瑠
璃
）、玻は

璃り

な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
初

か
ら
国
内
で
原
料
か
ら
生
産
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
製
品
や
素

材
と
し
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、

加
工
・
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
発
掘
調
査

の
結
果
か
ら
、
弥
生
時
代
中
期
に

は
国
内
で
も
ガ
ラ
ス
製
品
の
製
造

が
始
ま
り
、
古
墳
時
代
に
は
原
料

の
生
産
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

ガ
ラ
ス
の
原
料
は
、
天
然
の
硅け
い

砂さ

を
中
心
と
し
、
ソ
ー
ダ
灰
や
石

灰
な
ど
を
混
ぜ
摂
氏
１
、５
０
０

度
以
上
で
溶
か
し
て
素
材
が
で
き

ま
す
。製
品
の
製
造
は
、お
も
に
鋳

造
・
吹
き
・
カ
ッ
ト
の
３
つ
の
方

法
を
使
っ
て
加
工
し
ま
す
。ま
た
、

ガ
ラ
ス
の
色
は
、
弥
生
時
代
か
ら

の
水
色
や
青
の
ほ
か
、
古
墳
時
代

以
降
に
は
化
学
変
化
を
応
用
し
て

着
色
す
る
よ
う
に
な
り
、
紺
・
黄
・

黄
緑
・
赤
な
ど
の
色
が
加
わ
っ
た

色
彩
豊
か
な
も
の
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
ガ
ラ
ス
製
品
の
製
造
は
、

当
時
の
先
端
技
術
の
結
晶
で
あ
る

と
も
い
え
る
の
で
す
。　
　
　
　

　

こ
の
ガ
ラ
ス
製
品
の
中
で
最
も

多
く
出
土
す
る
の
が
「
小こ

玉だ
ま

」
で

す
。
直
径
が
２
～
５
㍉
の
い
わ
ゆ

る
「
ビ
ー
ズ
玉
」
の
よ
う
な
も
の

で
、
つ
な
げ
て
首
飾
り
や
腕
輪
な

ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
し
ま
す
。

古
墳
時
代
に
は
お
も
に
古
墳
内
に

多
量
に
副
葬
（
死
者
と
一
緒
に
納

め
る
こ
と
）
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

部
で
は
住
居
跡
で
も
出
土
し
て
い

ま
す
。
多
く
の
古
墳
が
分
布
す
る

那
珂
川
町
で
は
、
駒
形
大
塚
古
墳

（
小
川
）・
川
崎
古
墳
（
久
那
瀬
）・

北
向
田
古
墳
群
（
北
向
田
）・
首し
ゅ

長ち
ょ
っ

原ぱ
ら

古
墳
（
小
川
）・
新あ
ら

屋や

敷し
き

古

墳
（
浄
法
寺
）
な
ど
の
古
墳
か
ら

多
く
の
ガ
ラ
ス
小
玉
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

現
在
で
は
身
近
な
ガ
ラ
ス
も
当

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

桒
野　

俊と
し

也や　

真　

也 

　
　
　
　
　
　

和　

子　

馬　

頭

小
菅　

日ひ
な
た向　

郁　

弥 

　
　
　
　
　
　

由
美
子　

松　

野

柳
田　

樹じ
ゅ
ら来　

晋　

悟

　
　
　
　
　
　

舞　

子　

小　

川

老
松　

優ゆ

菜な　

康　

浩

　
　
　
　
　
　

智　

佳　

谷　

田

橋
本　
　

羚れ
い　

 

賢 

　
　
　
　
　
　

千
恵
実　

谷　

田

平
成
19
年
12
月
21
日
～

　

平
成
20
年
1
月
20
日
受
付
分

駒形大塚古墳出土ガラス小玉

小
堀　
　

勇
（
83
）　　

 

馬　

頭

星　
　

み
と
（
77
）　　

 

馬　

頭

永
田
す
み
枝
（
73
）　　

 

馬　

頭

田
澤　

ト
キ
（
77
）　　

 

和　

見

酒
主　

勝
美
（
88
）　　

 

和　

見

鈴
木　

キ
サ
（
91
）　　

 

和　

見

藤
田　
　

稔
（
73
）　　

 

小　

口

磯　
　

イ
ネ
（
71
）　　

 

小　

口

髙
野
キ
ク
ノ
（
87
）　　

 

富　

山

鈴
木　

リ
キ
（
96
）　　

 

谷　

川

會
澤　

は
る
（
97
）　　

 

大
那
地

大
森　

春
男
（
73
）　　

 

大
山
田
下
郷

菊
池　

藤
透
（
80
）　　

 

大
山
田
上
郷

菊
池　

繁
雄
（
87
）　　

 

小　

砂

益
子　

ヒ
サ
（
90
）　　

 

小　

砂

岩
原　

ハ
ル
（
85
）　　

 

小　

川

須
賀
原
シ
ノ
（
98
）　　

 

小　

川

川
上　

ヤ
イ
（
85
）　　

 

小　

川

森
島　

庸
三
（
86
）　 　

小　

川

福
田　

泰
次
（
83
）　　

 

小　

川

和
泉
ハ
ツ
イ
（
96
）　　

 

谷　

田

小
口　

タ
ケ
（
86
）　　

 

片　

平

阿
久
津
一
雄
（
82
）　　

 

東
戸
田

白
相　

ウ
メ
（
95
）　　

 

三　

輪

藤
澤　

義
弘
（
76
）　　

 

三　

輪

星　
　

久
昭
（
80
）　　

 

薬　

利

佐
々
木
昇
壽
（
84
） 　
　

芳　

井

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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第29回

ミニ
ギャラリー

南
平
台
温
泉
の
春

　
　
　

平
野
さ
よ
子
さ
ん
（
大
田
原
市
）

　一生を独り身で過ごすことす
ら想定していた澄生だが、43
歳のとき北海道出身の小

こ

坂
さか

千
ち

代
よ

と結婚し１男２女を授
さず

かる。孤
独に浸

ひた

った彼も晩年には幸せな
家庭を築

きず

いたようだ。
　ご紹介するのは、そうした最
晩年の作品。1972（昭47）年
９月に開催予定の「川上澄生
父子展」に出品するために制作
されたものである。この年の８
月、長女みふねの婚家（岐阜県
可児市）にて制作し、宇都宮に
戻ってから刷り上げている。し
かし９月１日、澄生は心

しん

筋
きん

梗
こう

塞
そく

のため急
きゅう

逝
せい

（享
きょう

年
ねん

77）。これが絶作となって
しまった。
　長男不

ふ

盡
じ

氏によれば、右側の婦人４人は家族
（左から長男の嫁、２人の娘、そして４月に亡
くなったばかりの千代夫人）だという。画中に
家族を登場させたのは、「父子展」への出品を
念頭においていたためだろうが、澄生を見守る
温かい家族像が浮かんでくるようで、孤独にさ
いなまれつつもそれに陶

とう

酔
すい

した彼の前半生を知
る私たちとしては、ほっとできる作品でもあ
る。
　ところで、南蛮船の舳

へ

先
さき

には婦人たちに手を
振り返すような像がついている。家族を置いて

謹
み
て　

渡
部
久
恵
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）

川上澄生「婦人と南蛮船」革、木版墨刷、手彩色　1972（昭和 47）年

　栃木県立美術館所蔵　ⓒ 川上さやか

自らの空想世界へと入っていく澄生の心情を示し
たものであろうか。だが、これが本当の別れにな
るとは彼自身も想像し得なかっただろう。
　家族に見送られ、南蛮船に乗って澄生は空想の
国へ永遠に旅立った。生涯を夢に遊んだ版画家
は、ついに自身が育

はぐく

んだ夢の国の住人となったの
だ。澄生は、いまもなお南蛮船の上で空想の地図
を広げているにちがいない。
　※本作は企画展「川上澄生ーアコガレの軌
跡ー」後期（３月２日（日）まで開催中）に出品
されています。

　　　那珂川町馬頭広重美術館学芸員　津田卓子

ばとうの観光写真コンテスト受賞作品　　入　選
ミニギャラリー

作品募集！
　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
　絵画、写真、絵手紙などの
作品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課 
　☎0287－92－1114

アートリンクとちぎ 2007

企画展「川上澄生―アコガレの軌跡―」　


